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会議議事録（抜粋） 
 

１ 会 議 名 第２回児童館・児童クラブの在り方検討ワーキング部会 

２ 開催日時 令和３年11月25日（木）13時30分～15時30分 

３ 開催場所 さいわいプラザ ５階 501会議室 

４ 出席者名 委員 11 人 事務局等９人 

５ 議  事 
（１）アンケート調査の集計結果について 

（２）本市の児童クラブの課題・方向性について 

６ 会議内容 

議事（１）に対する主な発言 

・連絡方法は、電話だけでなくメール、留守電等で工夫して対応しているクラブ

はある。電話だと電話を忘れたり、出られなりすることがあるので、都合が良

い時に連絡できる仕組みがあると良い。 

・保護者の９割が満足していて、ほっとしている。その要因は、ベテラン職員

がうまく回してくれているからだと思う。 

・昔と比べると、配慮の必要な児童が増えていることから、職員の高齢化対策

は、急務だと感じている。 

・有料化については、５割が今後も使いたいという結果になっている。また、

当市の無料を６割が知らないという結果だったため、このタイミングで有料

化を実施することは、チャンスかもしれない。 

・厚生員の高齢化は、顕著であり、この勤務時間で若い人材を確保するのは難

しい。また、地域コミュニティ推進協議会で採用するには限界がきている。 
 
議事（２）に対する主な発言 

・実情や規模に合わせて、課題を解決することが必要。 

・高学年までの利用希望があることは、無視はできない。 

・核家族化が進む中、色々な年代や高年齢の方と接するのも良いこと。 

・有料化すると保護者からの要求が増加し、現場の負担が増える懸念がある。 

・職員のシフト作成や管理を引継ぎも兼ねて、分担したいが、中々難しい。 

・他市の状況も参考に長岡市らしい改善が必要。 

・有料化することで、長岡全地域統一したサービスが可能。 

・子どもたちに狭い部屋で窮屈な思いをさせているのが一番気になる。保護者

のニーズを叶えるのか、人数制限するのか、非常に悩ましい。 

・目指すべき方向性を実施した場合、お金がかかる印象がある。まずは、市と

して、どの部分を優先してやりたいか。 

・クラブによって、状況や課題が違う中で現状、委託運営のため、お金が自由

に使えない。もっと柔軟に使える仕組みがあると良い。 
 
本市の児童クラブの課題を踏まえ、今後の目指すべき方向性について、承認

いただきました。 
 


